
［成果情報名］グリーニング病多発生環境下でキングマンダリンの高収益栽培を可能とする総合

管理技術 

［要約］無病苗とネオニコチノイド系殺虫剤施用を軸とする生育初期防除の徹底と初期生育量確

保のための適切な肥培管理によるグリーニング病の総合管理技術（IPM）により、ベトナムメコ

ンデルタのグリーニング病多発生環境下でもキングマンダリンの高収益栽培が可能となる。 
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［背景・ねらい］ 

カンキツグリーニング病の激発地である東南アジア地域では、有効な対策が確立されておらず、

カンキツの経済栽培が困難な状況にある。激発地の一つであるベトナムメコンデルタ地域の研究

者・農民を対象とした技術の事前評価と技術選択調査で、果樹作においてグリーニング病対策を

主とする IPMが重要であるとの結果を得た。そこで本研究では、ベトナム南部果樹研究所との共

同研究により、メコンデルタ地域において、本病害発生のリスク要因を明らかにする。そのリス

ク評価に基づく無病苗と浸透移行性殺虫剤によるミカンキジラミ防除を核とする防除の体系化と

その実証試験により、同地域における主要栽培品種であるキングマンダリンの経済栽培を可能と

するグリーニング病の総合管理技術を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1. 総合管理は、リスク評価と対応する防除技術の導入からなり、リスク要因に基づき作付けと防

除の意志決定を支援するための自己診断チャートと、技術マニュアルにより実施する。 

2. 自己診断チャート（図 1）は、汚染園から約 50 m以内はグリーニング病侵入リスクが高いとい

う疫学調査結果の共分散構造分析とミカンキジラミの移動分散行動の解析結果から、高リスク

圃場と低リスク圃場に分け、作付け・防除対策の意志決定支援を行う。 

3. 技術マニュアルは、防除技術と栽培技術からなる。防除は、定植前・定植時・未結果期（通常

定植後 1 年半）、結果期の４期に分け実施する（表 1）。防除体系は、初期防除指針（平成 20

年度研究成果情報）に基づく植え付け時期の選択を基本とし、周囲からの侵入リスクが低い場

合は、薬剤施用の削減とグアバ混植を組み合わせた防除体系も検討する。 

4. 技術マニュアルに従って、生育初期から適切な肥培管理を行い、樹体の初期生育を十分に確保

することで、防除による収量性の改善効果が顕著になり、これを実践した高収量農家ではグリ

ーニング病多発生環境下でも収穫 2年目で経営を黒字化することが可能である（図 2、3）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1. 本成果は、英語とベトナム語のマニュアルとして、南部果樹研究所・南部植物防疫局およびメ

コンデルタ各省の普及組織を通じて普及を図るとともに、JICA プロジェクト「メコンデルタ地

域における効果的農業手法・普及システム改善プロジェクト」を通じて活用している。 

2. 本成果は、メコンデルタおよび同様の熱帯気候のキングマンダリン栽培における利用を目的と

しており、他の環境条件、品種では内容の再検討が必要となる。 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ベトナムメコンデルタでのキングマンダリン栽培意思決定支援のための自己診断チャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２高収量農家と低収量農家の 10a 当たりの収支の推移 
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研究課題：激発地におけるカンキツグリーニング病管理技術の開発 

中課題番号：A-3)-(4) 

予算区分：交付金〔グリーニング病〕 
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図３ 高収量農家における総合管理技術導入前（上）
と導入後（下）の圃場の状況

同じ圃場で周囲の汚染状況も同じ栽培4年目の様子
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表1 ベトナムメコンデルタのキングマンダリン栽培でのグリーニング病総合管理技術の概略

高収量農家では植え付け4年目で投資の回収を終え経営が黒字化している。

（参考）2005年度の調査では10aあたり300万ドンで4年間の収穫持続が採算の均
衡点とされていた（2005年度研究成果情報）。1円は約250ドン（2011.2現在）。
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